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寒冷地の地域脱炭素に注⽬した背景

除雪、排雪、ロードヒーティングなど
 他の地域に⽐べてエネルギーを多く消費している
⇒�岩⾒沢市は積雪量が１位

�温暖な地域と⽐べて
 ⼈⼝減少が激しい
⇒岩⾒沢市は...

�２期岩⾒沢���戦略より



・⽯炭産業で発達した町
・⽥んぼ、⼭林が7、8割
・稲作などの農業が産業基盤
・札幌市と旭川市の中間地点

�岩⾒沢市の概要

岩⾒沢市地球温暖化防⽌実⾏計画�区域施策編�2023年−2030年�
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「鉄道交通」と
「自治体間連携」の

2本立てで課題解決‼



積�量の�い�徴を活かし、��の電気��により��を⽣成 
⽇の����積場の�くに������を��

鉄道交通⇒ ���料電池列⾞の��

https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/material/files/group/2/content_20210326_081505.pdf

�⇒中間処理��のゴミの焼��で 
  �を�かす

夏⇒�に�めた�が⾃�に�ける
  状�を利⽤する
（夏に向けて�り3つの��積場
 でも�をためておく）

https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/material/files/group/2/content_20210326_081505.pdf


鉄道交通⇒ ���料電池列⾞の��

エネルギーの地�地消ができる
�の有�活⽤になる
��で⾛るバスなど、他の����にも�⽤できる
各����まで⾏くことができるようになれば、

  グリーンなまちづくりとして更なる�⽬を�める

�来的には、
  ���に��からバイオ�料で��を⽣成するなど、
      他の��での����につなげる



列⾞から脱��地域のアピール
���により「地域の⾜」となる����は重�
岩⾒沢�のゼロカーボンシティの��
⽯�や�業を背�に早くから��の�衝として発�

→列⾞の��と��へのやさしさのアピールに�がる

https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/material/files/group/2/content_20210326_081505.pdf

https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/material/files/group/2/content_20210326_081505.pdf


モータルシフト
��⾞・��⾞�の
問題も・・・



�⼤すると・・・





�電��間



１，�を主体として、都内の⾃�体との��を�める
 「�流プログラム」
・�業の�       ⾃�体や��との�流プログラム
            知識を持った�が�まる→技�を活かせる
・都�         エコツーリズムなどの��、
            �業体�プログラム、イベントコラボ
・都内の⽣徒や�⽣向け ⾥�の保�プログラム、⾃���、����

�くの�材や��者が�まる都�からの�流�⼝が�えることで、
岩⾒沢�の地域脱��を�める�材を�やすことに�がる

⾃治体間連携



岩⾒沢�には�⽬されていない
良いところがまだたくさんある��

岩⾒沢�������戦略平成28年３⽉



北���のお⽶を⼀�消�しているのは東�都内�

都内の�が岩⾒沢�に��を持つもことが⼤切�

⾃�たちの⽣活を�える地域とその地域の�題を知る
都�の�えるきっかけとなる

⇒ 岩⾒沢�の地域脱��に�がる



「�⾺�川場�と東�都�⽥��の事例」

⾃治体間連携 〜「都市農村交流による地域振興」〜

令和３年度 �１回 �別��国����� �⽥�� 事例�告より�照



��物の�売・��品�売:
川場�の��物や��品を�⽥��で�売
都���に�鮮な��物を提供するとともに、川場�の��を�援。

��・�泊プログラム:
�⽥��の��が川場�を�れ、�業体�や⾃�体�を⾏うツアーを��。これにより川場�の�
���を��させる。�業技���、棚⽥オーナー、レンタルアップル、レンタル��など...

��・体���:
��や��向けに、川場�の⾃�や��を�ぶ��プログラムを提供。�に�供たちが�業や⾃�
の⼤切さを�ぶ��を��。（�����を活動�点として、�⽥���による�林保�活動）（�
�⾥�体�コース）（⼩�⽣�⾥�⾃�体�、�動�� 中�⽣����体�活動）

共同プロジェクト:
�⽥��と川場�の⾃�体や団体が��して、地域活性�のためのプロジェクトを��。
��イベントやフェスティバルの共�など、⼿作りそばの�



川場� �1975年〜�業従事者の����⾏と兼業��の����
     →�休�地の��と⽥�⾵�の��をどうにかしたい
�⽥����かな⾃�の恵みを都�では�めなくなった
     →地�の�々と相�に協⼒して都�と��の�流を�め、
      「�⼆のふるさと」がほしい

⾃���と⽥���を活かした「�業プラス��」を基���に構想が⼀�
1981年に「�����相�協⼒に�する協�（��協�）」が�ばれた

川場�で1986年に⼆つの�����が��され、
�年50,000��度の�⽥���の�が�����を利⽤している








